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会 議 次 第 
 

１.開会 

２.教育長・こども未来部長・教育推進部長あいさつ 

３.前回の会議録の承認 

４.報告事項 

(1)平成29年度阪神北地区社会教育委員協議会第２回研修会の報告

について 

(2)各協議会の会議報告について 

５. 議題 

    平成29年度社会教育委員の会のまとめについて 

    「社会教育の再生～気楽に行ける公民館～」 
６．その他  
  平成30年度社会教育関係団体に対する補助金について 

 
会議結果 

 
別紙のとおり 
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第6回社会教育委員の会を開会します。委員の出欠ですが、桜井委員が欠席です。開会

にあたり教育長、教育推進部長、こども未来部長からご挨拶をお願いします。 

 

 

（あいさつ） 

 

 

 

次に4の前回会議録の承認について、事務局説明をお願いします。 

 

 (説明) 

 

質問はありますか。ないようですので、前回の会議録については承認いただいたものと

します。次に5の報告事項に入ります。事務局から報告をお願いします。 

 

（1）阪神北地区社会教育委員協議会第2回研修会の報告について 

日時：平成30年2月19日（月） 

場所：宝塚市立中央公民館  

内容：宝塚市学校支援地域本部事業の概要説明及び宝塚市立すみれガ丘小学校学校応

援団（スミレンジャー）の実践発表。その後グループに分かれ地域学校協働活

動の推進における現状課題と、その対策などについてワークショップを実施。

最後に新しく完成した中央公民館を見学。 

 

この会議には事務局を含め8名が出席しました。次に各委員で出ていただいている会議

より、報告がありましたらお願いします。 

 

2月5日に青少年センターの運営委員会に出席しました。協議事項は平成29年度の青少

年センターの事業総括、平成30年度の事業方針についてでした。青少年センターというの

は、青少年の健全な育成と非行防止を目的として設置されていますが、町中で子ども達の

姿を見かけることが少なくなった現在、やはりスマートフォンが子ども達の生活の中心と

なっており、必須のものとなっている、そのうえで交友関係の広がりがあることから、そ

の小さな世界の中での子ども達の生活の関わりが大きくなってきています。その中で見え

ないところの犯罪性というものが取り沙汰されるようになりました。スマホをいかに正し

く使っていくかということもそうですが、人権侵害に関わっていくところまで問題となっ

ています。そういうところを大人も気を付けて見ていかないといけないところですが、難

しい問題となっています。今までであれば、自分たちの行き場所が無くなった子ども達は

町に出れば、同じような境遇で集まっている子ども達に吸収される、そういった関わりも

ありましたが、現在は仲間を見つけることも難しい状況になってきています。ますます人

との出会いが無くなり、孤立した青少年達を認識することも少なくなり、子ども達に支援

の手が届きにくい現状となってきていることが社会問題となっています。青少年センター

は、そのような子ども達の健全育成に向けてどのような取り組みをしていけば良いのか進

めていくということで、今まで積み重ねてきた取り組みを着実に行うこと、見守りなどか
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ら進めていくことに努められています。今後、青少年センターがキセラ川西プラザの中に

設置され、こども若者ステーションというものが新たに所管され、これまでの青少年健全

育成、非行防止、また現在の青少年の抱える問題と向き合える新たな体制を作っていく、

私も青少年の補導委員として関わってきた中ですごく難しい問題だと思います。今後の具

体的な取り組みについては、子ども若者ステーションの開設準備担当を設置し、そこで詳

細を検討していくことになると思います。私の考えでは青少年センターがそこに入ってい

くのは難しいと思っていますが、今後に期待しています。 

 

1月31日に図書館協議会で三田市の図書館の見学に行かせていただきました。三田市は

図書館に指定管理者制度を導入しています。十分なスペースもあり、地域の高校とも連携

をされていて素敵な図書館運営になっていると思いました。指定管理者制度を導入された

ことで、開館時間も長くなるなど良い面も多くあったようですが、職員ではなくパートの

方が増員となった分、職員全員の意識が1つの方向に向かっていないなど、改善すべき点

もあるとお聞きしました。 

川西市はアステの商業施設の中に図書館が入っているので指定管理というのは難しいと

感じています。いま川西市も人手が少ないなかで、がんばっておられるようですが、川西

市の図書館がもっと良くなるように、がんばってほしいと感じました。 

 

2月18日にレフネックの修了式に参加しました。修了されたみなさんが40回の講義を終

えられて、すごい達成感のあるお顔をされておられました。173名の修了生の中で30数名

皆勤の方がいらっしゃり、みなさん生き生きされていたことが印象的でした。 

 

私は成人式に参加しました。若者の生き生きした姿や意見表明を見てきました。期待の

持てる素晴らしい成人式でしたので、報告させていただきます。それでは議題の方に入り

たいと思います。 

 

（議長より審議報告の内容について説明） 

 

基本的には修正なしということでよろしいでしょうか。問題がなければ、みなさん方の

連名をもって、この2年間の報告書としたいと思います。 

 

教育委員会に提出した後、この報告書はどこまで配布されるのでしょうか。教育委員の

方々、教育委員会の方々、公民館の職員の方にも配布していただけるのでしょうか。 

 

教育委員をはじめ、関係部署、公民館長会でも報告を兼ね、今後の実施に向けて対応し

てほしいと、配布します。 

 

会議録は市のホームページで公開をされていますが、このような審議報告は一般市民に

は公開しませんね。 

 

いままで審議報告をホームページで掲載したことはございませんが、一般市民の方々に

も社会教育委員の会の審議報告を知っていただきたいという意向がありましたら、検討す
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ることは可能だと思います。 

 

ありがとうございます。傍聴制度もある会議ですから、社会教育委員の会はどんなまと

め方をされているのかと時々聞かれることがあり、ホームページに掲載されている会議録

を見ていただくようご説明しています。社会教育委員の会は教育委員会の付属機関ですの

で、公開の仕方は条例に従った形で行っていただくようお願いします。 

そうしましたらこの議題の審議報告については、これでまとめさせていただき、改めて

教育委員会の方には議長、副議長より提出をしたいと思います。 

 

ご審議、本当にありがとうございました。ここ数年提言をいただき、改めて公民館の在

り方、重要性というものについて自分自身も関心がありますし、社会教育主事の視点から

も大事な分野だと思いました。それぞれの公民館、教育委員会事務局、関連部署と関わっ

ていくなかで学校教育と社会教育の繋がりをさらに変更していき、できるところから一緒

に取り組めたらと思います。 

例えば8ページの部活動に代わる活動機会の提供ですが、以前から実施されている学校

もあります。部活動は確かに運動系が多いですが、一部文化系の部活もありますし、うま

く部活動に入っていけない子ども達に向けて、こういう機会を提供していただいて一緒に

進めていくことが大事なことだと思います。その後、活動を全校生に紹介し、大人の方々

と共に行う社会教育の活動になるよう今後検討できたらと思います。そういう面でも、い

ろいろな分野でもっと繋がりを持ち、来年度以降できる範囲で考えていきたいと思いま

す。 

 

7のその他、連絡事項がありましたらお願いします。 

 

平成30年度の社会教育関係団体に関する補助金について、現在開会中の市議会にて今後

審議される予定です。ＰＴＡ連合会等の4団体の補助金について基本的に本年度と同額を

予定しております。個々の補助金の額を申し上げますと、川西市ＰＴＡ連合会に28万3千

円、川西市立幼稚園ＰＴＡ連絡協議会に4万5千円、川西ユネスコ協会に9万円、川西市

婦人会に9万円、また学校支援地域本部事業補助金について78万円となっております。 

 

社会教育関係団体補助金の予算につきましては、法律上この会議で意見を聞くこととな

っていることから毎年提示させていただいています。報告のとおりでご了解していただけ

ますか。特に意見はないようですね。 

それでは任期の最後にあたりまして、委員のみなさん方から一言いただきたいと思いま

す。 

 

いままで公民館について身近でありながら深く考えたことがない状況でしたが、2年間こ

の社会教育委員の会に出席し、ここでの出会いが学校教育に戻って学校のなかでいろいろ

なことを考える際に非常に役立ちました。公民館の中では理想的な話であるかもしれませ

んが、フリースペースにいろいろな年代の人が集まり、地域を活性化していく元になるこ

とや、いろいろな要素を持った人達が集まりやすい場所になって、そこで出会いが生まれ

るなど、そういうことが公民館の中でできたらなということを強く思いますし、子ども達



 

 

     審  議  経  過      ＮＯ．4 
 

 

 

 

 

 

 

 

Ｉ委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｇ委員 

 

 

 

 

が部活で出会った大人たちと公民館で出会い、そこから発展して子どもたちが地域を作っ

ていくという風に繋がっていけたらいいなと思いました。 

桜が丘小校区は地域のみなさんがコミュニティも立ち上げて活躍されているけれども、

高齢化と次の世代に繋ぐことの難しさなどの課題も聞いています。こういう課題もあるな

かで、公民館において人と人が繋がっていけたら、本当に理想的だなということをこの会

の中で学ばせていただきました。今後、私の生きていくなかで活かしていきたいと思って

います。 

 

今年初めて参加させていただきました。審議報告を読んで公民館の方にもいろいろな事

情があって職員の努力だけでは解決できない課題がある。それは学校も同じで、学校評価

アンケートに対してやはり保護者の方から反論的な意見があります。提言として子どもの

居場所作りや部活動機会の提供、不登校の子の居場所づくりなど、こういう形で考えてい

ただけるとありがたい部分もありますが、それが本当にできるのかというとなかなか難し

い現状もありますし、考えていかないといけないことと思います。やはり大人も子どもも

忙しいので、そういう現状のなかでほっとできる場所や、やりたいことができる場所があ

るということが、とても大事だと思います。できることとできないことがありますが、で

きることからやっていくということが、子ども達の中にも伝わっていけばいいなと思いま

した。 

トライやるウィークでも子ども達が公民館にお世話になっていますし、地域の会合など

わたしも公民館によく行くようになりました。あまり公民館になじみがないので、今後は

公民館の機能とか、連携とかそういうことまで考えていけたらと思いました。 

 

2年間公民館の話をしましたが、南北に細長い川西市ですから、川西市に10の公民館が

あれば、公民館それぞれの特色とか魅力というのをもっともっと発揮できると思います。

そして、その魅力ある講座や、イベントなどそういったことをもっと交流しあっていくと

いうことが大事だと思います。もちろんその公民館の特色や、特徴をつくるということも

大事ですが各公民館が言葉だけの連携ではなく、本当の意味での連携をしていくことで、

もっと魅力のある公民館づくりができるのではないかと思います。 

行政センター機能の部分についてはお昼に集中的に住民票、印鑑証明の発行、納税など

に来られるときなど、昼食をゆっくりとることもできないような状況もあります。仕事の

なかで大変な部分はありますが、心の切り替えをうまくでき、その職員がやる気になるよ

うな評価をもっともっとしてもらえたらと思います。例えばすばらしいアイディアを出し

たとか、こういう資料を作成したとか、やる気に繋がるような次につながるようなものが

できることで、あそこの公民館の発想はすばらしい、このイベントの計画はすごい、うち

も真似しようとかやる気を押すような評価をどんどんしていって、そういう風な雰囲気が

できれば本当に公民館は変わっていくと思います。 

 

いま、いろいろなものが無い中で、建物そのものも老朽化が進む現状ですが、おりしも

いまはリフォームが盛んということもあり、どこかの町か忘れましたが、用水路の修繕に

ついて業者に頼むと200万円かかるものを材料だけ用意してもらい、地域の住民が20万円

で修理したというような例もありますので、耐震とか、構造に係る部分、高所については

地域の中でやることは難しいと思いますが、共用部とか平坦部とかは地域のみなさんで取
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り組めるような講座ができれば公民館そのものに地域の人が愛着を持てるような講座がで

き、また気楽にいける公民館に繋がるのではないかなと思いました。いろいろなご苦労が

あると思いますけども、また情報をいただければと思いました。 

 

ここで聞かせていただくことが、自分にもすごくためになり、本当に勉強させていただ

くことが多く、ありがたかった。本日の教育長の話に、キセラ川西プラザにできる新しい

部署の話がありましたが、いろいろな繋がり、連携というものが本当に大切だと思いまし

た。幼稚園から小学校に上がる繋がり、若者と子育て中のお母さん方との繋がりなど、部

署毎の垣根を超えるということがとても大事なことだと思いました。子育て支援をさせて

いただいているなかで、いろいろとお母さん方の声を聞きますが、保健センターで健診を

受けて、保健師さんから厳しい言葉をいただいて、すごく悩んでいるという話を聞いて

も、直接子育て相談員が保健センターにいって話をすることもないので、そういう繋がり

がとても大事だと思います。幼稚園の先生、小学校の先生とそれぞれの立場があるとは思

いますが、本当に腹をわって話すという機会がこれから大事であると思います。この会で

もずっと言っていましたが、聴き方というものを学んでいまして、全部を受け入れられな

くても、それぞれ相手の立場をしっかり聴き、相手がこういう風に考えておられるのだと

いうことをしっかりと受け止める。またそのことによって、自分の意見も伝えやすくなっ

て、課とかそういう垣根を取り除いて歩み寄り、進んでいってもらえたらと感じました。

これからも社会教育だけではなく私が関われるすべての部分においてここでのことを活か

していけたらなと思います。 

 

テーマが社会教育の再生～気楽にいける公民館～ということで、公民館の活動について

勉強させていただきました。現公民館長の多くは学校で働かれている時代からお付き合い

があり、知り合いの館長さんが多いので、個人的には公民館へ気楽に行けているのです

が、一般市民の方が気楽に行けるのかということでいうと、難しいと思いますので、この

テーマについて出たいろいろな意見に今後協力していければと思っています。今回の審議

報告の中でも、公民館で学校と子ども、地域の連携をするということが1番大事だと思っ

ているので、そういう場をつくることをこれから目指していきたいと思っています。 

 

この2年間については外に出ていこうと思い、講演会などにも出席させていただき、他

市の状況について学ばせていただきました。 

そのような充実した2年間でしたが、ここでお話させていただいた気楽にいける公民館

というテーマについて、先程からＦ委員がおっしゃっていたように南北に広がりのある川

西市なので、やはり地域性があると思います。その地域性がある中で気楽にいける公民館

になるにはどうすればいいか、いろいろ話し合いました。地域に帰っても公民館の館長

や、職員の方、それからコミュニティの中にあるまちづくり推進委員の中に話を投げかけ

ました。社会教育委員の会のテーマについて話をすると、公民館というところがそういう

風な場になったらいいねという話からまちづくり委員の方でいろいろと企画をしてくれま

した。後半は若者が集えて、そこから広がりが起こるようなイベントももってくれていま

す。橋渡しということでもないですが、自分も学ぶ上で地域の活性化へ繋がっていけたら

いいなと思っています。この審議報告をまとめることで、ここでお話したことがそのまま

消えてしまうのではなく、また他の参考材料になると思っています。 
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議長 

4期8年間務めさせていただきました。その8年間、私は公民館での活動内容を言い続け

てきました。気楽に行ける公民館というテーマで提言を提出できることは、8年間の私の想

いが詰まっていると嬉しく思っています。今度、これを実行していっていただきたいと期

待します。 

 

7期ということで、今年で13年となりました。本当に長い間お世話になっています。現

役時代から50数年過ごさせていただいたことからも非常に川西市へ愛着があり、気になる

点もあり、社会教育委員をさせていただきました。 

元々は学校現場にいましたので、現役時代はどうだったのかと思い返すと、社会教育委

員の会について校長会で報告を受けたことがないですし、社会教育委員の会には代表校長

が出席されているくらいの認識でした。教師を辞めた後、公民館で務めることになり、学

校教育と社会教育の連携を真剣に考えるようになりました。 

学校支援地域本部においても10年近く活動させていただき、地域社会と学校教育を繋げ

ていく役割が大切だということを改めて感じております。公民館の問題や図書館の問題な

ど、具体化をできるところから、取り組んでいただきたいという想いを最後の提言の中で

まとめさせていただきました。では、最後に事務局の方から連絡事項をお願いします。 

 

2年間どうもありがとうございました。先程教育長からございましたように、教育委員会

で審議報告について共有するとともに、社会教育委員の会の審議内容について発信してい

きたいと思います。本日ご審議いただきました審議報告について気になることがありまし

たら、事務局までご連絡ください。議長、副議長の了解を得たうえで修正をしたいと思っ

ています。 

会議録について、次回の会議でご承認をいただいているところですが、今回の会議録に

ついては本日が最後の社会教育委員の会ということで、議長、副議長、事務局の方に委任

していただきたいと思います。 

 

それではこれをもちまして平成29年度の第6回の社会教育委員の会を閉会したいと思い

ます。 

 


